
（別紙３）

～ 25年　2月　3日

（対象者数） 18 （回答者数）
14

～ 25年　2月　3日

（対象者数） 9 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 地域との交流をさらに深めていきたい。

2 地域の他施設との交流をさらにはかっていきたい。

3
他施設と支援の取り組み方を共有しながら支援の輪を

広げていきたい。

4
専門家との個別相談や保護者会等の開催により、

さらに支援を広げていく。

5
子どもたちが興味を持ち、さらに学びを深められるよ

うにしていく。

6
地域に貢献できる活動を引き続き取り入れていく

(地域清掃など)

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
地域のｲﾍﾞﾝﾄに参加する。

ｲﾝｽﾀやSNSで広めていく。

地域の方々との連携や交流がある。
作品展などに参加していただけるよう、ﾁﾗｼ配布をおこ

なっている。

LINEｸﾞﾙｰﾌﾟをつくり、情報共有している。LINEﾐｰﾃｨﾝ

ｸﾞを活用し、研修をおこなうこともある。

色々な職員と対話をし、共有していること。保護者支援に力を入れている。

子どもたちと色々な場所へ行けること 長期休みには公園や施設へ出かけ様々な体験ができる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

開所年数の浅さ 地域の関わりが少ない。

25年　1月　8日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
25年　3月　12日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

親子で参加できる行事がある。
多機能ならではの、多数の職員で協力し合

いながら、大体的に行える。

異年齢や系列園との児童や職員との交流が

ある。

長期休みに、児発と放ﾃﾞｲで一緒に遊んでい

る。

ｸﾞﾙｰﾌﾟ内の他施設の職員同士で情報交換し

たり、研修会議をおこなっている。

○事業所名 ひまわりのたね　みのり

○保護者評価実施期間
25年　1月　8日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


